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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】精密な整列と単純な工程を可能にする電極組立
体及びこれを含むポリマー二次電池セルの提供。
【解決手段】(a)互いに同一の個数の電極と分離膜が交
互に配置され、一体に結合された第１基本単位体（１０
０ａ）が繰り返して配置された構造、または(b)互いに
同一の個数の電極と分離膜が交互に配置され、一体に結
合された第２及び第３基本単位体が交互的に配置された
構造を有する単位体スタック部１００ｄ、及び単位体ス
タック部の最上側または最下側のうち少なくともいずれ
か一方に配置される補助単位体（１３０ａ）を含む電極
組立体。ここで、第１基本単位体（１００ａ）は、第1
電極（１１１）、第1分離膜（１１２）、第2電極（１１
３）及び第2分離膜（１１４）が順次配置された4層構造
や、4層構造が繰り返して配置された構造を有し、また
第２及び第３基本単位体を交互的に積層すると４層構造
が繰り返して配置された構造が形成される。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
(a)互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に配置され、一体に結合された第１基本単位
体が繰り返して配置された構造、または(b)互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に配
置され、一体に結合された第２及び第３基本単位体が交互的に配置された構造を有する単
位体スタック部；及び
前記単位体スタック部の最上側または最下側のうち少なくともいずれか一方に配置される
補助単位体を含む電極組立体を有し、
前記補助単位体は、前記単位体スタック部の最上側または最下側に位置する電極である末
端電極に積層される第1補助単位体を含み、 
前記末端電極が正極であるとき、前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜、負
極、分離膜及び正極が積層されて形成されるか、又は前記第1補助単位体は前記末端電極
から順次分離膜及び負極が積層されて形成され、 
前記末端電極が負極であるとき、前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜及び
正極が積層されて形成されるか、又は前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜
、正極、分離膜及び負極が積層されて形成され、 
前記補助単位体は、前記単位体スタック部の最上側または最下側に位置する分離膜である
末端分離膜に積層される第2補助単位体を含み、 
前記基本単位体で前記末端分離膜に接した電極が正極であるとき、前記第2補助単位体は
前記末端分離膜から順次負極、分離膜及び正極が積層されて形成されるか、又は前記第2
補助単位体は負極に形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次第1
負極、分離膜、正極、分離膜及び第2負極が積層されて形成され、 
前記基本単位体で前記末端分離膜に接した電極が負極であるとき、前記第2補助単位体は
正極に形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次正極、分離膜及
び負極が積層されて形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次第1
正極、分離膜、負極、分離膜及び第2正極が積層されて形成され、
前記第１基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次配置された4
層構造や、前記4層構造が繰り返して配置された構造を有し、
前記第2基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極、第2分離膜、第1電極及び第1分離
膜が順次配置されて一体に結合されており、 
前記第3基本単位体は、第2電極、第2分離膜、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離
膜が順次配置されて一体に結合されており、
前記第2基本単位体及び前記第3基本単位体を交互的に積層すると、4層構造が繰り返して
配置された構造を有し、
前記電極は、それぞれの基本単位体内で隣接した分離膜に接着され、
前記単位体スタック部内で前記基本単位体は、隣接した基本単位体と結合されないことを
特徴とする二次電池のセル。
【請求項２】
前記分離膜の末端は、隣接した分離膜の末端と接合されないことを特徴とする請求項1に
記載の二次電池のセル。
【請求項３】
前記(a)の第１基本単位体は複数個に設けられ、互いに異なる大きさを有する少なくとも2
つのグループに分けられ、
前記単位体スタック部は、前記(a)の第１基本単位体等が大きさによって積層され、複数
段を形成した構造を有することを特徴とする請求項1に記載の二次電池のセル。
【請求項４】
前記(a)の第１基本単位体は複数個に設けられ、互いに異なる幾何学的形状を有する少な
くとも2つのグループに分けられ、
前記単位体スタック部は、前記(a)の第１基本単位体等が幾何学的形状によって積層され
、複数段を形成した構造を有することを特徴とする請求項1に記載の二次電池のセル。
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【請求項５】
前記電極は、前記隣接した分離膜に対向する面で全体的に前記隣接した分離膜に接着され
ることを特徴とする請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項６】
前記電極と前記分離膜との間の接着は、前記電極と前記隣接した分離膜に圧力を加えるこ
とによる接着、または前記電極と前記隣接した分離膜に圧力と熱を加えることによる接着
であることを特徴とする請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項７】
前記基本単位体内で前記電極と前記隣接した分離膜との間の接着力は、前記単位体スタッ
ク部内で前記基本単位体の間の接着力よりも大きいことを特徴とする請求項１に記載の二
次電池のセル。
【請求項８】
前記分離膜は、多孔性の分離膜基材、及び前記分離膜基材の一面または両面に全体的にコ
ーティングされる多孔性のコーティング層を含み、
前記コーティング層は、無機物粒子等と前記無機物粒子等を互いに連結及び固定するバイ
ンダー高分子の混合物で形成され、
前記電極は、前記コーティング層によって前記隣接した分離膜に接着されることを特徴と
する請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項９】
前記無機物粒子等は、充填構造(densely packed structure)を成して前記コーティング層
で全体的に無機物粒子等の間のインタースティシャルボリューム(interstitial volumes)
を形成し、前記無機物粒子等が限定するインタースティシャルボリュームによって前記コ
ーティング層に気孔構造が形成されることを特徴とする請求項８に記載の二次電池のセル
。
【請求項１０】
前記第1補助単位体の正極は、
集電体；及び
前記集電体の両面中に前記基本単位体に対向する一面にのみコーティングされる活物質を
備えることを特徴とする請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項１１】
前記第2補助単位体の正極は、
集電体；及び
前記集電体の両面中に前記基本単位体に対向する一面にのみコーティングされる活物質を
備えることを特徴とする請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項１２】
前記第1補助単位体は、前記負極の外側に分離膜をさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の二次電池のセル。
【請求項１３】
前記第2補助単位体は、前記負極の外側に分離膜をさらに含むことを特徴とする請求項１
に記載の二次電池のセル。
【請求項１４】
前記第2補助単位体の第2正極は、
集電体；及び
前記集電体の両面中に前記基本単位体に対向する一面にのみコーティングされる活物質を
備えることを特徴とする請求項１に記載の二次電池のセル。
【請求項１５】
前記電極組立体を内蔵するパウチケースを更に含むことを特徴とする請求項１に記載の二
次電池のセル。
【請求項１６】
互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に積層された構造を有する第１基本単位体、また
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は互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に積層された構造を有する第２及び第３基本単
位体を製造する第1段階；
前記第１基本単位体を繰り返して積層するか、または前記第２及び第３基本単位体を交互
的に積層して単位体スタック部を製造する第2段階；及び
前記単位体スタック部の最上側または最下側のうち少なくともいずれか一方に補助単位体
を積層して電極組立体を製造する第3段階；を含み、
前記第１基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次積層された4
層構造や、前記4層構造が繰り返して積層された構造を有し、
前記第２及び第３基本単位体をそれぞれ1つずつ定められた順序に従い積層すると、前記4
層構造や前記4層構造が繰り返して積層された構造が形成され、
前記補助単位体は、前記単位体スタック部の最上側または最下側に位置する電極である末
端電極に積層される第1補助単位体を含み、 
前記末端電極が正極であるとき、前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜、負
極、分離膜及び正極が積層されて形成されるか、又は前記第1補助単位体は前記末端電極
から順次分離膜及び負極が積層されて形成され、 
前記末端電極が負極であるとき、前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜及び
正極が積層されて形成されるか、又は前記第1補助単位体は前記末端電極から順次分離膜
、正極、分離膜及び負極が積層されて形成され、 
前記補助単位体は、前記単位体スタック部の最上側または最下側に位置する分離膜である
末端分離膜に積層される第2補助単位体を含み、 
前記基本単位体で前記末端分離膜に接した電極が正極であるとき、前記第2補助単位体は
前記末端分離膜から順次負極、分離膜及び正極が積層されて形成されるか、又は前記第2
補助単位体は負極に形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次第1
負極、分離膜、正極、分離膜及び第2負極が積層されて形成され、 
前記基本単位体で前記末端分離膜に接した電極が負極であるとき、前記第2補助単位体は
正極に形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次正極、分離膜及
び負極が積層されて形成されるか、又は前記第2補助単位体は前記末端分離膜から順次第1
正極、分離膜、負極、分離膜及び第2正極が積層されて形成され、 
前記第2基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極、第2分離膜、第1電極及び第1分離
膜が順次配置されて一体に結合されており、 
前記第3基本単位体は、第2電極、第2分離膜、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離
膜が順次配置されて一体に結合されており、 
前記電極は、それぞれの基本単位体内で隣接した分離膜に接着され、
前記単位体スタック部内で前記基本単位体は、隣接した基本単位体と結合されないことを
特徴とする二次電池のセルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、電極組立体及びこれを含むポリマー二次電池セルに関し、特にスタック型構造
やスタック／フォールディング型構造と区別される新しい構造の電極組立体及びこれを含
むポリマー二次電池セルに関する。
【背景技術】
【０００２】
二次電池は、電極組立体の構造によって多様に分類され得る。一例として、二次電池はス
タック型構造、巻取型(ゼリロール型)構造及びスタック/フォールディング型構造に分類
され得る。ところが、スタック型構造は、電極組立体を構成する電極単位(正極、分離膜
及び負極)が互いに別個に積層されるため、電極組立体を精密に整列することが非常に困
難であるだけでなく、電極組立体を生産するために非常に多くの工程が要求されるとの短
所がある。また、スタック／フォールディング型構造は、一般的に2台のラミネーション
装備と1台のフォールディング装備が要求されるため、電極組立体の製造工程が非常に複
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雑であるとの短所がある。特に、スタック／フォールディング型構造はフォールディング
を介してフルセルやバイセルを積層するため、フルセルやバイセルを精密に整列し難いと
の短所もある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
したがって、本発明は前記のような問題等を解決するために案出されたものであって、本
発明の課題は、スタック型構造やスタック／フォールディング型構造と区別される新しい
構造を介して精密な整列と単純な工程を可能にする電極組立体及びこれを含むポリマー二
次電池セルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
本発明に係る電極組立体は、(a)互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に配置され、一
体に結合された1種の基本単位体が繰り返して配置された構造、または(b)互いに同一の個
数の電極と分離膜が交互に配置され、一体に結合された2種以上の基本単位体が定められ
た順序に従い配置された構造を有する単位体スタック部、及び単位体スタック部の最上側
または最下側のうち少なくともいずれか一方に配置される補助単位体を含む。ここで、(a
)の1種の基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次配置された4
層構造や、4層構造が繰り返して配置された構造を有し、また(b)の2種以上の基本単位体
をそれぞれ1つずつ定められた順序に従い配置すると、4層構造や4層構造が繰り返して配
置された構造が形成される。
【０００５】
また、本発明に係る電極組立体の製造方法は、互いに同一の個数の電極と分離膜が交互に
積層された構造を有する1種の基本単位体や、または互いに同一の個数の電極と分離膜が
交互に積層された構造を有する2種以上の基本単位体を製造する第1段階、1種の基本単位
体を繰り返して積層するか、または2種以上の基本単位体を定められた順序に従い積層し
て単位体スタック部を製造する第2段階、及び単位体スタック部の最上側または最下側の
うち少なくともいずれか一方に補助単位体を積層する第3段階を含む。ここで、1種の基本
単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次積層された4層構造や、4層
構造が繰り返して積層された構造を有し、また2種以上の基本単位体をそれぞれ1つずつ定
められた順序に従い積層すると、4層構造や4層構造が繰り返して積層された構造が形成さ
れる。
【発明の効果】
【０００６】
本発明によれば、スタック型構造やスタック／フォールディング型構造と区別される新し
い構造によって精密な整列と単純な工程を可能にする電極組立体及びこれを含むポリマー
二次電池セルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明に係る基本単位体の第1構造を示している側面図である。
【図２】本発明に係る基本単位体の第2構造を示している側面図である。
【図３】図1の基本単位体の積層により形成される単位体スタック部を示している側面図
である。
【図４】本発明に係る基本単位体の第3構造を示している側面図である。
【図５】本発明に係る基本単位体の第4構造を示している側面図である。
【図６】図4の基本単位体と図5の基本単位体の積層により形成される単位体スタック部を
示している側面図である。
【図７】本発明に係る基本単位体を製造する工程を示している工程図である。
【図８】異なる大きさを有する基本単位体が積層されて形成される単位体スタック部を示
している斜視図である。
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【図９】図8の単位体スタック部を示している側面図である。
【図１０】異なる幾何学的形状を有する基本単位体が積層されて形成される単位体スタッ
ク部を示している斜視図である。
【図１１】本発明に係る基本単位体と第1補助単位体を含む単位体スタック部の第1構造を
示している側面図である。
【図１２】本発明に係る基本単位体と第1補助単位体を含む単位体スタック部の第2構造を
示している側面図である。
【図１３】本発明に係る基本単位体と第2補助単位体を含む単位体スタック部の第3構造を
示している側面図である。
【図１４】本発明に係る基本単位体と第2補助単位体を含む単位体スタック部の第4構造を
示している側面図である。
【図１５】本発明に係る基本単位体と第1補助単位体を含む単位体スタック部の第5構造を
示している側面図である。
【図１６】本発明に係る基本単位体と第1補助単位体を含む単位体スタック部の第6構造を
示している側面図である。
【図１７】本発明に係る基本単位体と第2補助単位体を含む単位体スタック部の第7構造を
示している側面図である。
【図１８】本発明に係る基本単位体と第2補助単位体を含む単位体スタック部の第8構造を
示している側面図である。
【図１９】本発明に係る基本単位体と第1補助単位体を含む単位体スタック部の第9構造を
示している側面図である。
【図２０】本発明に係る基本単位体、第1補助単位体及び第2補助単位体を含む単位体スタ
ック部の第10構造を示している側面図である。
【図２１】本発明に係る基本単位体と第2補助単位体を含む単位体スタック部の第11構造
を示している側面図である。
【図２２】本発明に係る電極組立体を含むポリマー二次電池セルを示している側面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
以下では、図を参照して本発明の好ましい実施例を詳しく説明する。しかし、本発明が以
下の実施例によって制限されるか限定されるものではない。
【０００９】
本発明に係る電極組立体は、基本的に単位体スタック部を含む。よって、以下で先ず単位
体スタック部に対し検討してみる。
【００１０】
単位体スタック部
本発明において、単位体スタック部は、1種の基本単位体が繰り返して配置された構造を
有するか、または2種以上の基本単位体が定められた順序に従い、例えば交互的に配置さ
れた構造を有する。よって、以下で先ず基本単位体に対し検討してみる。
【００１１】
 [基本単位体の構造]
本発明に係る電極組立体において、基本単位体は、電極と分離膜が交互に配置されて形成
される。このとき、電極と分離膜は同じ数だけ配置される。例えば、図1で示しているよ
うに、基本単位体110aは2つの電極111、113と2つの分離膜112、114が積層されて形成され
得る。このとき、正極と負極は、当然分離膜を介して互いに対向することができる。基本
単位体がこのように形成されると、基本単位体の一側末端に電極(図1と2で図面符号111の
電極参照)が位置するようになり、基本単位体の他側末端に分離膜(図1と2で図面符号114
の分離膜参照)が位置するようになる。
【００１２】
本発明に係る電極組立体は、基本単位体の積層だけで単位体スタック部(すなわち、電極
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組立体)を形成することができるとの点に基本的な特徴がある。すなわち、本発明は1種の
基本単位体を繰り返して積層し、または2種以上の基本単位体を定められた順序に従い積
層して単位体スタック部を形成することができるとの点に基本的な特徴がある。このよう
な特徴を具現するために基本単位体は以下のような構造を有し得る。
【００１３】
第一、基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次積層されて形成
され得る。より具体的に、基本単位体110a、110bは、図1で示しているように第1電極111
、第1分離膜112、第2電極113及び第2分離膜114が上側から下側に順次積層されて形成され
るか、または図2で示しているように、第1電極111、第1分離膜112、第2電極113及び第2分
離膜114が下側から上側に順次積層されて形成され得る。このような構造を有する基本単
位体を以下で第1基本単位体という。このとき、第1電極111と第2電極113は、互いに逆の
電極である。例えば、第1電極111が正極であれば、第2電極113は負極である。
【００１４】
このように第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次積層されて基本単位体が形
成されると、図3で示しているように1種の基本単位体110aを繰り返して積層することだけ
でも、単位体スタック部100aを形成することができる。ここで、基本単位体は、このよう
な4層構造以外にも8層構造または12層構造を有し得る。すなわち、基本単位体は4層構造
が繰り返して配置された構造を有し得る。例えば、基本単位体は第1電極、第1分離膜、第
2電極、第2分離膜、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が順次積層されて形成さ
れることもある。
【００１５】
第二、基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極、第2分離膜、第1電極及び第1分離膜
が順次積層されて形成されるか、第2電極、第2分離膜、第1電極、第1分離膜、第2電極及
び第2分離膜が順次積層されて形成され得る。前者の構造を有する基本単位体を以下で第2
基本単位体といい、後者の構造を有する基本単位体を以下で第3基本単位体という。
【００１６】
より具体的に第2基本単位体110cは、図4に示されているように第1電極111、第1分離膜112
、第2電極113、第2分離膜114、第1電極111及び第1分離膜112が上側から下側に順次積層さ
れて形成され得る。また、第3基本単位体110dは、図5に示されているように第2電極113、
第2分離膜114、第1電極111、第1分離膜112、第2電極113及び第2分離膜114が上側から下側
に順次積層されて形成され得る。これとは逆に、下側から上側に順次積層されて形成され
ることもある。
【００１７】
第2基本単位体110cと第3基本単位体110dを1つずつ積層すると、4層構造が繰り返して積層
された構造が形成される。したがって、第2基本単位体110cと第3基本単位体110dを1つず
つ交互に引き続いて積層すると、図6で示しているように第2及び第3基本単位体の積層だ
けでも、単位体スタック部100bを形成することができる。参考までに、3種の基本単位体
が準備されると、例えば1番基本単位体、2番基本単位体、3番基本単位体、再び1番基本単
位体、2番基本単位体、3番基本単位体の順に、すなわち定められた順序に従い基本単位体
を積層して単位体スタック部を形成することができる。
【００１８】
このように本発明で1種の基本単位体は、第1電極、第1分離膜、第2電極及び第2分離膜が
順次配置された4層構造や4層構造が繰り返して配置された構造を有する。また、本発明で
2種以上の基本単位体をそれぞれ1つずつ定められた順序に従い配置すると、4層構造や4層
構造が繰り返して配置された構造が形成される。例えば、前述した第1基本単位体は4層構
造を有し、前述した第2基本単位体と第3基本単位体をそれぞれ1つずつ総2つ積層すると、
4層構造が繰り返して積層された12層構造が形成される。
【００１９】
したがって、本発明で1種の基本単位体を繰り返して積層するか、または2種以上の基本単
位体を定められた順序に従い積層すると、単に積層だけでも単位体スタック部(すなわち
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、電極組立体)を形成することができる。
【００２０】
本発明で単位体スタック部は、基本単位体が基本単位体単位で積層されて形成される。す
なわち、先に基本単位体を製作した後、これを繰り返してまたは定められた順序に従い積
層して単位体スタック部を製作する。このように本発明は、基本単位体の積層だけで単位
体スタック部を形成することができる。したがって、本発明は基本単位体を非常に精密に
整列させ得る。基本単位体が精密に整列されると、電極と分離膜も単位体スタック部で精
密に整列され得る。また、本発明は単位体スタック部(電極組立体)の生産性を非常に向上
させることができる。工程が非常に単純になるためである。
【００２１】
 [基本単位体の製造]
図7を参照して代表的に第1基本単位体を製造する工程に対し検討してみる。先ず、第1電
極材料121、第1分離膜材料122、第2電極材料123及び第2分離膜材料124を準備する。ここ
で、第1分離膜材料122と第2分離膜材料124は互いに同一の材料であり得る。その後、第1
電極材料121をカッターC1を介して所定の大きさに切断し、第2電極材料123もカッターC2
を介して所定の大きさに切断する。その後、第1電極材料121を第1分離膜材料122に積層し
、第2電極材料123を第2分離膜材料124に積層する。
【００２２】
その後、ラミネータL1、L2で電極材料と分離膜材料を互いに接着させるのが好ましい。こ
のような接着により電極と分離膜が一体に結合された基本単位体が製造され得る。結合の
方法は多様であり得る。ラミネータL1、L2は接着のために材料に圧力を加えるか、圧力と
熱を加える。このような接着は、単位体スタック部を製造する際に、基本単位体の積層を
より容易にする。また、このような接着は、基本単位体の整列にも有利である。このよう
な接着後に第1分離膜材料122と第2分離膜材料124をカッターC3を介して所定の大きさに切
断すると、基本単位体110aが製造され得る。このような過程中に分離膜の末端は、隣接し
た分離膜の末端と接合されない。
【００２３】
このように基本単位体における電極は隣接した分離膜に接着され得る。または分離膜が電
極に接着されるとみることもできる。このとき、電極は分離膜に対向する面で全体的に分
離膜に接着されるのが好ましい。この場合、電極が安定的に分離膜に固定され得るためで
ある。通常、電極は分離膜よりも小さい。
【００２４】
このため、接着剤を分離膜に塗布することができる。しかし、このように接着剤を用いる
ためには、接着剤を接着面に亘ってメッシュ(mesh)形態やドット(dot)形態に塗布する必
要がある。接着剤を接着面の全体に隙間なく塗布すると、リチウムイオンのような反応イ
オンが分離膜を通過することができないためである。したがって、接着剤を用いると、電
極を全体的に(すなわち、接着面の全体に亘って)分離膜に接着させ得るとはしても、全体
的に隙間なく接着させることは困難である。
【００２５】
または、接着力を有するコーティング層を備える分離膜を介して全体的に電極を分離膜に
接着させ得る。さらに詳述する。分離膜は、ポリオレフィン系列の分離膜基材のような多
孔性の分離膜基材、及び分離膜基材の一面または両面に全体的にコーティングされる多孔
性のコーティング層を含むことができる。このとき、コーティング層は無機物粒子等と無
機物粒子等を互いに連結及び固定するバインダー高分子の混合物で形成され得る。
【００２６】
ここで、無機物粒子は、分離膜の熱的安全性を向上させることができる。すなわち、無機
物粒子は、高温で分離膜が収縮されることを防止し得る。なお、バインダー高分子は、無
機物粒子を固定させて分離膜の機械的安全性も向上させることができる。また、バインダ
ー高分子は、電極を分離膜に接着させ得る。バインダー高分子は、コーティング層に全体
的に分布するので、前述した接着剤とは異なり、接着面の全体で隙間なく接着が起こり得
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る。したがって、このような分離膜を用いると、電極をより安定的に分離膜に固定させ得
る。このような接着を強化するために前述したラミネータを用いることができる。
【００２７】
ところが、無機物粒子等は、充填構造(densely packed structure)を成してコーティング
層で全体的に無機物粒子等間のインタースティシャルボリューム(interstitial volumes)
を形成することができる。このとき、無機物粒子等が限定するインタースティシャルボリ
ュームによって、コーティング層には気孔構造が形成され得る。このような気孔構造によ
って分離膜にコーティング層が形成されていても、リチウムイオンが分離膜を良好に通過
することができる。参考までに、無機物粒子等が限定するインタースティシャルボリュー
ムは、位置によってバインダー高分子により塞がっていることもある。
【００２８】
ここで、充填構造は、ガラス瓶に砂利が盛られているような構造で説明され得る。したが
って、無機物粒子等が充填構造を成すと、コーティング層で局部的に無機物粒子等間のイ
ンタースティシャルボリュームが形成されるものではなく、コーティング層で全体的に無
機物粒子等間のインタースティシャルボリュームが形成される。これによって、無機物粒
子の大きさが増加すると、インタースティシャルボリュームによる気孔の大きさも共に増
加する。このような充填構造によって分離膜の全体面において、リチウムイオンが円滑に
分離膜を通過し得る。
【００２９】
一方、単位体スタック部で基本単位体も基本単位体同士に互いに接着され得る。例えば、
図1で第2分離膜114の下面に接着剤が塗布されたり、前述したコーティング層がコーティ
ングされたりすると、第2分離膜114の下面に他の基本単位体が接着され得る。
【００３０】
このとき、基本単位体で電極と分離膜との間の接着力は、単位体スタック部で基本単位体
間の接着力よりも大きくなり得る。もちろん、基本単位体間の接着力はないこともある。
この場合、電極組立体(単位体スタック部)を分離する際に、接着力の差によって基本単位
体単位で分離される可能性が高い。参考までに、接着力は剥離力で表現することもできる
。例えば、電極と分離膜との間の接着力は、電極と分離膜を互いに取り外すとき必要な力
として表現することもできる。このように単位体スタック部内での基本単位体は、隣接し
た基本単位体と結合されないか、または基本単位体内で電極と分離膜が互いに結合された
結合力とは異なる結合力で隣接した基本単位体と結合され得る。
【００３１】
参考までに、分離膜が前述したコーティング層を含む場合、分離膜に対する超音波融着は
好ましくない。分離膜は、通常、電極よりも大きい。これによって、第1分離膜112の末端
と第2分離膜114の末端を超音波融着で互いに結合させようとする試みがあり得る。ところ
が、超音波融着はホーンで対象を直接加圧する必要がある。しかし、ホーンで分離膜の末
端を直接加圧すると、接着力を有するコーティング層によって分離膜にホーンがくっ付き
得る。これにより装置の故障を招かれ得る。
【００３２】
 [基本単位体の変形]
今まで互いに同一の大きさを有する基本単位体のみを説明した。しかし、基本単位体は互
いに異なる大きさを有することもある。互いに異なる大きさを有する基本単位体を積層す
ると、単位体スタック部を多様な形状に製造することができる。ここで、基本単位体の大
きさは、分離膜の大きさに基づいて説明する。通常、分離膜が電極よりも大きいためであ
る。
【００３３】
図8と図9を参照してより詳述すると、基本単位体は複数個に設けられ、互いに異なる大き
さを有する少なくとも2つのグループに分けられ得る(図9の図面符号1101a、1102a、1103a
参照)。このような基本単位体等を大きさによって積層すると、複数段の構造を有する単
位体スタック部100cが形成され得る。図8と図9は3つのグループに分けられる基本単位体1
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101a、1102a、1103aが互いに同一の大きさの基本単位体同士に積層され、3つの段を形成
した例を示している。これによって、図8及び図9で単位体スタック部100cは3つの段を形
成した構造を有する。参考までに、1つのグループに属する基本単位体等が2つ以上の段を
形成しても構わない。
【００３４】
ところが、このように複数段を形成する場合、基本単位体は前述した4層構造や4層構造が
繰り返して積層された構造、すなわち第1基本単位体の構造を有するのが最も好ましい。(
本明細書で基本単位体等が互いに積層構造が同一であれば、互いに大きさが異なっても1
種の基本単位体に属するものとみる。)
【００３５】
これに対して詳述すると、1つの段で正極と負極は互いに同一の数だけ積層されるのが好
ましい。また、段と段との間で互いに逆の電極が分離膜を介して互いに対向するのが好ま
しい。ところが、例えば、第2及び第3基本単位体の場合、前記のように1つの段を形成す
るために2種の基本単位体が必要となる。
【００３６】
しかし、図9に示されているように第1基本単位体の場合、前記のように1つの段を形成す
るために1種の基本単位体のみ必要となる。したがって、基本単位体が前述した4層構造や
4層構造が繰り返して積層された構造を有すると、複数段を形成しても基本単位体の種類
を減らすことができる。
【００３７】
また、例えば、第2及び第3基本単位体の場合、前記のように1つの段を形成するために2種
の基本単位体を少なくとも1つずつ積層する必要があるので、1つの段は最小12層の構造を
有するようになる。しかし、第1基本単位体の場合、前記のように1つの段を形成するため
に1種の基本単位体のみ積層すればよいので、1つの段は最小4層の構造を有するようにな
る。したがって、基本単位体が前述した4層構造や4層構造が繰り返して積層された構造を
有すると、複数段を形成する際に各段の厚さを非常に容易に調節することができる。
【００３８】
一方、基本単位体は互いに異なる大きさを有し得るだけでなく、互いに異なる幾何学的形
状を有することもできる。例えば、図10で示しているように、基本単位体等は大きさだけ
でなく、角形状において差があり得、穿孔有無において差があり得る。より具体的に図10
で示しているように、3つのグループに分けられる基本単位体等が互いに同一の幾何学的
形状の基本単位体同士に積層されて3つの段を形成することもできる。
【００３９】
このため、基本単位体は少なくとも2つのグループ(各グループは互いに異なる幾何学的形
状を有する)に分けられ得る。このときも同様に、基本単位体は前述した4層構造や4層構
造が繰り返して積層された構造、すなわち第1基本単位体の構造を有するのが最も好まし
い。(本明細書で基本単位体等が互いに積層構造が同一であれば、互いに幾何学的形状が
異なっても1種の基本単位体に属するものとみる。)
【００４０】
 [補助単位体]
本発明に係る電極組立体は、単位体スタック部の最上側または最下側のうち少なくともい
ずれか一方に積層される補助単位体を含むことができる。
【００４１】
補助単位体は、第1補助単位体と第2補助単位体を含むことができる。先ず、第1補助単位
体に対し検討してみる。本発明で基本単位体は、一側末端に電極が位置して他側末端に分
離膜が位置する。したがって、基本単位体を順次積層すると、単位体スタック部の最上側
や最下側に電極(図11で図面符号116の電極参照、以下「末端電極」という)が位置するよ
うになる。第1補助単位体は、このような末端電極にさらに積層される。
【００４２】
より具体的に末端電極116が正極であれば、第1補助単位体130aは図11で示しているように
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、末端電極116から順次、すなわち末端電極116から外側に分離膜114、負極113、分離膜11
2及び正極111が順次積層されて形成され得る。また、末端電極116が負極であれば、第1補
助単位体130bは図12で示しているように、末端電極116から順次、すなわち末端電極116か
ら外側に分離膜114及び正極113が順次積層されて形成され得る。(このとき、必要に応じ
て第1補助単位体の正極の外側に分離膜がさらに積層され得る。)
【００４３】
本発明に係る電極組立体は、図11と図12に示されているように、単位体スタック部100d、
100eに積層される第1補助単位体130a、130bを介して末端電極側の最外側に正極を位置さ
せることができる。このとき、最外側に位置する正極、すなわち第1補助単位体の正極は
、集電体の両面中に基本単位体に対向する一面(図11を基準に下側に向かう一面)にのみ活
物質層がコーティングされるのが好ましい。このように活物質層が コーティングされる
と、末端電極側の最外側に活物質層が位置しなくなるので、活物質層が浪費されることを
防止し得る。参考までに、正極は(例えば)リチウムイオンを放出する構成なので、最外側
に正極を位置させると電池容量において有利である。
【００４４】
次に、第2補助単位体に対して検討してみる。第2補助単位体は、基本的に第1補助単位体
と同一の役割を行う。さらに詳述する。本発明で基本単位体は一側末端に電極が位置して
他側末端に分離膜が位置する。したがって、基本単位体を順次積層すると、単位体スタッ
ク部の最上側や最下側に分離膜(図13で図面符号117の分離膜参照、以下「末端分離膜」と
いう)が位置するようになる。第2補助単位体は、このような末端分離膜にさらに積層され
る。
【００４５】
より具体的に基本単位体で、末端分離膜117に接した電極113が正極であれば、第2補助単
位体140aは図13で示しているように、末端分離膜117から順に負極111、分離膜112及び正
極113が積層されて形成され得る。また、基本単位体で末端分離膜117に接した電極113が
負極であれば、第2補助単位体140bは図14で示しているように正極111に形成され得る。(
このとき、必要に応じて第2補助単位体の正極の外側に分離膜がさらに積層され得る。)
【００４６】
本発明に係る電極組立体は、図13と図14に示されているように、単位体スタック部100f、
100gに積層される第2補助単位体140a、140bを介して末端分離膜側の最外側に正極を位置
させることができる。このとき、最外側に位置する正極、すなわち第2補助単位体の正極
も第1補助単位体の正極と同一に、集電体の両面中に基本単位体に対向する一面(図13を基
準に上側に向かう一面)にのみ活物質層がコーティングされるのが好ましい。
【００４７】
ところが、第1補助単位体と第2補助単位体は、前述した構造と異なる構造を有することも
できる。先ず、第1補助単位体に対し検討してみる。図15で示しているように末端電極116
が正極であれば、第1補助単位体130cは分離膜114及び負極113が末端電極116から順次積層
されて形成され得る。また、図16に示されているように末端電極116が負極であれば、第1
補助単位体130dは分離膜114、正極113、分離膜112及び負極111が末端電極116から順次積
層されて形成され得る。
【００４８】
本発明に係る電極組立体は、図15と図16に示されているように、単位体スタック部100h、
100iに積層される第1補助単位体130c、130dを介して末端電極側の最外側に負極を位置さ
せ得る。
【００４９】
次に、第2補助単位体に対し検討してみる。図17で示しているように、基本単位体で末端
分離膜117に接した電極113が正極であれば、第2補助単位体140cは負極111に形成され得る
。また、図18で示しているように、基本単位体で末端分離膜117に接した電極113が負極で
あれば、第2補助単位体140dは正極111、分離膜112及び負極13が末端分離膜117から順次積
層されて形成され得る。
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【００５０】
本発明に係る電極組立体は、図17と図18に示されているように、単位体スタック部100j、
100kに積層される第2補助単位体140c、140dを介して末端分離膜側の最外側に負極を位置
させ得る。
【００５１】
参考までに、負極は電位差によって電池ケース(例えば、パウチ型ケース)のアルミニウム
層と反応を起こし得る。したがって、負極は分離膜を介して電池ケースから絶縁されるの
が好ましい。このため、図15ないし図18で第1及び第2補助単位体は、負極の外側に分離膜
をさらに含むこともできる。例えば、図15の第1補助単位体130cと対比して図19の第1補助
単位体130eは、最外側に分離膜112をさらに含むこともできる。参考までに、補助単位体
が分離膜を含むと、補助単位体を基本単位体に整列するときより容易である。
【００５２】
一方、図20で示しているように、単位体スタック部100mと、単位体スタック部100mにそれ
ぞれ第1及び第2補助単位体130f、140eが積層される電極組立体を形成することもできる。
ここで、基本単位体110bは、下側から上側に第1電極111、第1分離膜112、第2電極113及び
第2分離膜114が順次積層されて形成され得る。このとき、第1電極111は正極であり得、第
2電極113は負極であり得る。
【００５３】
また、第1補助単位体130fは、分離膜114、負極113、分離膜112及び正極111が末端電極116
から順次積層されて形成され得る。このとき、第1補助単位体130fの正極111は、集電体の
両面中に基本単位体110bに対向する一面にのみ活物質層が形成され得る。
【００５４】
また、第2補助単位体140eは、末端分離膜117から順次正極111（第1正極)、分離膜112、負
極113、分離膜114及び正極118(第2正極)が積層されて形成され得る。このとき、第2補助
単位体140eの正極のうち、最外側に位置した正極118(第2正極)は、集電体の両面中に基本
単位体110bに対向する一面にのみ活物質層が形成され得る。
【００５５】
最後に、図21で示しているように、単位体スタック部100nと、単位体スタック部100nの最
下側に第2補助単位体140fが積層される電極組立体を形成することもできる。
【００５６】
ここで、基本単位体110eは、上側から下側に第1電極111、第1分離膜112、第2電極113及び
第2分離膜114が積層されて形成され得る。このとき、第1電極111は負極であり得、第2電
極113は正極であり得る。また、第2補助単位体140fは、負極111、分離膜112、正極113、
分離膜114及び負極119が末端分離膜117から順次積層されて形成され得る。
【００５７】
電極組立体を含むポリマー二次電池セル
本発明は、前述した電極組立体を含んでポリマー二次電池セルを具現することができる。
【００５８】
例えば、本発明に係るポリマー二次電池セルは、図22に示されているように、単位体スタ
ック部100と補助単位体を含む電極組立体、単位体スタック部100と補助単位体を固定する
固定部200、及び固定部200と電極組立体を内蔵するパウチケース300が含まれ得る。
【００５９】
ここで、補助単位体は、第1及び第2補助単位体130、140が含まれ得る。また、固定部200
は、水に濡らした際に粘着性を発現する高分子テープが用いられ得る。
【００６０】
すなわち、単位体スタック部100を含む電極組立体は、単位体スタック部100の最上側また
は最下側にそれぞれ積層される第1及び第2補助単位体130、140が含まれ得、固定部200は
単位体スタック部100bと第1及び第2補助単位体130、140を含んで固定され得る。
【００６１】
したがって、本発明に係るポリマー二次電池セルは、スタック型構造やスタック／フォー
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簡素化し、商品性を高めることができる。
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